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三
校

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
「
造
り
物
」

　
　
　
　
　
―
大
阪
天
満
宮
の
祝
祭
を
中
心
に
―

高
　
島
　
幸
　
次

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
大
坂
に
発
し
た
「
造
り
物
」
文
化
は
、
や
が
て
全

国
各
地
に
伝
播
し
、
現
在
で
も
西
日
本
を
中
心
に
「
つ
く
り
も
ん

ま
つ
り
」
な
ど
の
名
で
、
約
五
〇
ヵ
所
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
な
か
に
は
、
地
域
振
興
の
期
待
を
担
っ
て
い
る
例
も
少

な
く
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
発
祥
の
地
で
あ
る
大
阪
市
中
で
は
、
い
ま
で
は

わ
ず
か
に
陶
器
神
社
（
坐
摩
神
社
の
末
社
）
の
「
陶
器
人
形
」
が

そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
あ
る
。
大
阪
府
下
に
視
野
を
広
げ

て
も
、
一
九
七
七
年
に
復
活
さ
れ
た
八
尾
市
の
「
八
尾
木
の
民
芸

つ
く
り
も
ん
祭
り
」
と
、
二
〇
〇
五
年
に
中
断
さ
れ
た
「
ひ
ら
か

た
大
菊
人
形
」
が
思
い
浮
か
ぶ
程
度
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
研
究
者
の
「
造
り
物
」
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て

い
る
。
一
九
九
六
～
九
八
年
に
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共

同
研
究
「『
つ
く
り
物
』
の
総
合
研
究
」
が
実
施
さ
れ
（
以
下
、

研
究
Ａ
と
記
す（
１
）
）、
二
〇
〇
三
～
〇
五
年
に
は
、
元
興
寺
文
化
財

研
究
所
が
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
然
の
模
倣
（
造
り
物
）
に
関

す
る
研
究
」を
行
っ
て
い
る（
以
下
、
研
究
Ｂ
と
記
す（
２
））。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
八
年
に
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の
共
同
研
究
「
民
俗
行

事
に
お
け
る
造
り
物
の
多
様
性
」
が
始
ま
っ
た
（
以
下
、
研
究
Ｃ

と
記
す（
３
））。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
の
進
展
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
大
阪

で
は
実
作
面
に
お
い
て
「
造
り
物
」
文
化
の
復
活
の
兆
し
が
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
開
館
の
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム(

大
阪

く
ら
し
の
今
昔
館)

で
は
「
嫁
入
道
具
一
式　

獅
子
」
な
ど
が
再

現
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
天
満
天

神
御
伽
衆
」
は
、
二
〇
〇
二
年
に
「
蜆
貝
の
藤
棚
」
を
復
活
し
て

以
降
、
断
続
的
に
「
造
り
物
」
の
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
二
〇
一
一
年
に
は
、
く
ら
し
の
今
昔
館
が
開
館
一
〇
年
記
念
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三
校

企
画
と
し
て
「
大
つ
く
り
も
の
『
浦
島
太
郎
と
龍
宮
城
』」
展
を

開
催
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
の
蓄
積
に
伴
っ
て（
４
）、
大
阪
の「
造

り
物
」
文
化
は
復
活
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
・
実
作
面
の
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
大
阪
天
満
宮
の
天
神
祭
や
正
遷
宮
に
み
ら
れ
た
「
造
り
物
」

に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
機
能
面
を
検
証
し
た
い
。

注（
１
）『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（[

共
同
研
究]

「
つ
く
り
物
」
の
総

合
的
研
究
）』
第114

集
（
同
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
２
）『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
然
の
模
倣(

造
り
物)

に
関
す
る
研
究
』（
元
興

寺
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
３
）
国
立
民
族
学
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

（
４
）
大
坂
の
「
造
り
物
」
を
扱
っ
た
業
績
に
は
、
西
岡
陽
子
「
大
坂
に
お
け

る
ツ
ク
リ
モ
ノ
の
展
開
」『
研
究
紀
要
・
館
報
』
一
号
（
大
阪
市
立
住

ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
二
年
度
）、相
蘇
一
弘「
近

世
大
坂
の
『
つ
く
り
も
の
ー
砂
持
・
正
遷
宮
を
中
心
に
ー
』」
前
掲(

１)

『
研
究
報
告
』な
ど
優
れ
た
成
果
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
が「
造

り
物
」
の
機
能
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
論
旨
に
あ
ま
り

リ
ン
ク
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

一
、「
造
り
物
」
の
定
義

　

論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
「
造
り
物
」
の
定
義
を
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
が
結
構
難
し
い
。

　

牧
村
史
陽
の
『
大
阪
こ
と
ば
事
典
』
を
引
く
と
、「
ツ
ク
リ
モ

ン
【
造
り
物
】」
を
立
項
し
、「
見
せ
物
な
ど
の
細
工
人
形
の
こ
と
。

菊
人
形
、
あ
る
い
は
、
夏
祭
の
瀬
戸
物
町
の
瀬
戸
物
細
工
の
人
形

な
ど
も
造
り
物
と
称
し
た
（
後
略
）」
と
説
明
し
て
い
る（
１
）。
こ
こ

に
「
ツ
ク
リ
モ
ノ
」
で
は
な
く
「
ツ
ク
リ
モ
ン
」
と
立
項
し
て
い

る
こ
と
は
評
価
し
た
い
。「
モ
ン
」
は
「
モ
ノ
」
の
音
便
で
、
大

阪
だ
け
で
は
な
く
、
管
見
で
も
富
山
県
高
岡
市
福
岡
町　

福
知
山

市
夜
久
野
町
、
熊
本
県
城
南
町
な
ど
で
「
つ
く
り
も
ん
」
と
発
音

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
語
釈
に
つ
い
て
は
、
細
工
人
形
に

絞
り
込
み
過
ぎ
て
お
り
不
満
が
残
る
。

　

そ
こ
で
、
研
究
Ａ
の『
研
究
報
告
』に
所
収
さ
れ
た
日
高
薫「
共

同
研
究
の
経
緯
と
概
要
」
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て

い
る
。「

つ
く
り
物
」
と
は
、
儀
礼
・
祭
礼
の
際
に
、
飾
り
も
の
・

見
せ
も
の
と
す
る
目
的
で
造
ら
れ
る
人
工
的
な
造
形
物
を
さ

す
。
種
々
の
人
形
や
物
を
趣
向
を
こ
ら
し
て
配
置
し
た
洲
浜

や
、
山
車
・
山
鉾
な
ど
の
上
に
飾
ら
れ
る
山
に
見
立
て
た
つ

く
り
山
、
造
花
、
つ
く
り
枝
な
ど
、「
風
流(

ふ
り
ゅ
う)

」
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三
校

の
語
で
表
わ
さ
れ
る
飾
り
も
の
か
ら
、
能
の
道
具
立
て
で
あ

る
舟
・
山
・
宮
・
釣
鐘
な
ど
の
舞
台
装
置
な
ど
、
古
代
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
、
階
層
を
問
わ
ず
多
彩
な
展
開
が
見
ら
れ

る
。

　

こ
こ
で
は
、『
こ
と
ば
事
典
』
と
は
対
照
的
に
、
広
義
の
「
造

り
物
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
造
り
物
」
が
古
代

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
に
如
何
に
多
種
多
様
に
展
開
し
て
き
た
か

を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
同
『
研
究
報
告
』
に
所
収
の
一
〇
編
の

論
考
を
み
て
も
、
各
論
の
関
心
は
「
中
国
の
造
花
」｢

大
嘗
会
の

標
の
山｣

｢

近
世
大
坂
の
つ
く
り
も
の｣

｢

鹿
児
島
の
太
鼓
踊
り｣

｢

放
生
会
の
人
形
・
馬
形｣

｢

四
季
竹
図
屏
風｣
｢

有
用
性
を
持
た
な

い
置
物｣

｢

電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
民
俗
伝
承｣

｢

プ
レ
セ
ピ
オ
と

サ
ク
ロ
・
モ
ン
テ｣

｢

装
飾
と
か
ざ
り
」
と
、
実
に
雑
多
で
、
却
っ

て
「
造
り
物
」
と
は
何
か
が
解
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
研
究
Ｂ
で
は
、
そ
の
テ
ー
マ
の
通
り
「
造
り
物
＝
自
然

の
模
倣
」
と
と
ら
え
、
よ
り
広
義
に
捉
え
て
、「
世
界
全
般
で
人

間
生
活
の
全
過
程
の
な
か
に
」
み
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
報
告
書

に
収
め
ら
れ
た
四
編
の
論
考
も
、
そ
の
関
心
は
「
観
賞
用
の
花
」

か
ら
「
通
貨
模
造
品
」｢

洲
浜
な
ど
の
造
り
山｣

｢

竹
製
縁
起
物
」

に
お
よ
び
、
や
は
り
雑
駁
の
感
は
否
め
な
い
。

　

研
究
Ａ
か
ら
一
〇
年
を
経
て
発
足
し
た
研
究
Ｃ
で
は
、
そ
の
轍

を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、
研
究
代
表
者
の
福
原
敏
男
は
、
研
究
対
象

を
次
の
よ
う
に
制
限
す
る
。

本
研
究
に
お
け
る
造
り
物
と
は
、
都
市
部
の
祭
礼
や
年
中
行

事
に
お
い
て
、　

町
の
各
所
に
、
仮
説
・
展
示
さ
れ
、
あ
る

い
は
山
車
な
ど
に
乗
せ
ら
れ
て
町
を
引
き
回
さ
れ
る
造
形
物

を
い
う
。（
中
略
）
現
在
、
造
り
物
は
ハ
レ
の
時
空
間
に
お

け
る
民
家
の
し
つ
ら
い
、
街
路
の
賑
わ
い
や
装
飾
を
演
出
す

る
道
具
と
し
て
そ
の
価
値
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
の
上
で
、「
造
り
物
」
を
次
の
二
種
に
大
別
し
て
い
る
。

①
一
つ
は
「
一
式
飾
り
」
と
称
す
る
形
式
で
、
台
所
用
品
な

ど
日
用
品
を
利
用
し
、
陶
磁
器
な
ど
の
同
種
類
の
も
の
、

あ
る
い
は
野
菜
や
草
花
な
ど
を
材
料
と
し
、
素
材
を
そ
の

ま
ま
、
変
形
さ
せ
ず
に
用
い
て
或
る
テ
ー
マ
を
組
み
立
て

る
も
の
で
あ
る
。

②
い
ま
一
つ
は
芝
居
や
物
語
な
ど
の
一
場
面
を
、
人
形
を

使
っ
て
、
背
景
を
含
め
て
リ
ア
ル
に
再
現
す
る
造
形
物
で

あ
る
。

　

本
稿
が
関
心
を
持
つ
大
阪
天
満
宮
の
天
神
祭
や
正
遷
宮
に
は
、

ま
さ
に
右
の
①
と
②
の
「
造
り
物
」
が
登
場
す
る
。
以
下
で
は
、

ま
ず
②
の
「
造
り
物
」
に
該
当
す
る
「
御
迎
人
形
」
に
つ
い
て
、

つ
づ
い
て
①
の
「
一
式
飾
り
」
の
「
造
り
物
」
に
つ
い
て
論
じ
た

い
。
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三
校

注（
１
）
牧
村
史
陽
編
『
大
阪
こ
と
ば
事
典
』
一
九
八
四
年
、
講
談
社
。
語
釈
中

の
「
菊
人
形
」
に
つ
い
て
は
、
有
名
な
「
ひ
ら
か
た
大
菊
人
形
」
の
前

史
と
し
て
、「
日
清
戦
争
（
明
治
二
七
、
八
年
）
の
こ
ろ
か
ら
、
菊
人

形
に
ネ
ツ
を
入
れ
は
じ
め
た
」
と
い
う
「
翫
菊
庵
」
や
、「
明
治
四
十

年
ご
ろ
、
老
朽
し
て
休
業
中
の
五
階
の
建
物
に
移
っ
た
」
と
い
う
「
五

階
（
眺
望
閣
）」
が
あ
る
（
長
谷
川
幸
延
『
大
阪
歳
時
記
』
一
九
七
一
年
、

読
売
新
聞
社
）。
な
お
、「
瀬
戸
物
町
の
瀬
戸
物
細
工
の
人
形
」
は
、
先

述
の
「
陶
器
人
形
」
の
こ
と
で
あ
る
。

二
、
御
迎
人
形

１
、
御
迎
人
形
の
登
場

ア
、
天
神
祭
の
略
史

　

平
安
時
代
中
期
に
始
ま
っ
た
天
神
祭
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
最

大
の
転
機
は
江
戸
時
代
初
期
の
御
旅
所
の
常
設
だ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
大
阪
天
満
宮
の
社
頭
の
浜
か
ら
大
川
に
神
鉾
を
流
し
（
鉾

流
神
事
・
ほ
こ
な
が
し
し
ん
じ
）、
そ
の
漂
着
し
た
地
に
そ
の
年

限
り
の
御
旅
所
を
仮
設
し
、
そ
こ
に
神
霊
が
渡
御
す
る
、
こ
れ
が

天
神
祭
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

鉾
流
神
事
を
受
け
て
御
旅
所
が
仮
設
さ
れ
る
と
、
神
霊
は
本
殿

を
出
て
、
周
辺
の
氏
地
を
陸
路
で
巡
幸
し
た
後
、
船
に
乗
り
換
え

て
大
川
を
下
航
し
て
御
旅
所
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
そ
の
陸
路
を

「
陸
渡
御
（
ふ
な
と
ぎ
ょ
）」、
船
路
を
「
船
渡
御
（
り
く
と
ぎ
ょ
）」

と
い
う
。

　

こ
の
神
霊
の
渡
御
は
、「
氏
地
の
平
安
、
氏
子
の
無
事
」
を
見

守
る
た
め
に
行
わ
れ
る
が
、
天
満
宮
周
辺
の
氏
子
た
ち
は
祝
意
を

表
す
た
め
に
、
神
霊
の
先
導
や
御
供
と
し
て
賑
々
し
い
行
列
を
組

み
、
ま
た
街
並
み
を
祝
祭
空
間
と
し
て
演
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
大
川
下
流
域
に
ま
で
人
家
が

建
て
込
み
、御
旅
所
の
仮
設
場
所
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、

京
町
堀
川
右
岸
の
鷺
島
（
の
ち
の
雑
喉
場
）
に
御
旅
所
を
常
設
し
、

毎
年
、
同
地
に
御
神
霊
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（
鉾
流
神
事
は

中
止
）。
や
が
て
同
地
に
魚
市
場
が
形
成
さ
れ
る
と
、
御
旅
所
は

木
津
川
右
岸
の
戎
島
の
地
に
移
さ
れ
た
。

　

こ
の
御
旅
所
の
常
設
化
は
、
船
渡
御
に
新
た
な
動
き
を
生
み
だ

し
た
。
従
来
は
、
天
満
宮
周
辺
の
氏
子
た
ち
が
先
導
・
御
供
の
船

列
を
整
え
て
、
神
霊
の
船
渡
御
に
祝
意
を
表
し
て
き
た
が
、
御
旅

所
が
常
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
の
氏
子
た
ち
も
、
船

渡
御
を
出
迎
え
る
た
め
の
船
列
を
仕
立
て
て
大
川
を
遡
航
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
御
迎
船
（
お
む
か
え
ぶ
ね
）
と

い
う（
１
）。

　

そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
大
坂
経
済
の
成
長
期
に
重
な
り
、
ま
た
元

禄
文
化
が
華
開
い
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
御
旅
所
周
辺
の
氏
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子
た
ち
は
、
彼
ら
の
嗜
好
と
教
養
の
源
泉
で
あ
っ
た
能
や
文
楽
・

歌
舞
伎
な
ど
の
登
場
人
物
を
モ
デ
ル
に
大
型
の
風
流
人
形
「
御
迎

人
形
（
お
む
か
え
に
ん
ぎ
ょ
う
）」
を
拵
え
た
。
御
旅
所
周
辺
の

町
ご
と
で
造
ら
れ
た
御
迎
人
形
は
、
天
神
祭
が
近
付
く
と
そ
れ
ぞ

れ
の
町
角
で
披
露
さ
れ
、祭
礼
当
日
に
は
御
迎
船
上
に
飾
ら
れ
て
、

大
川
を
遡
航
し
、
神
霊
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
祝
祭
空
間
が
、
大

阪
天
満
宮
周
辺
か
ら
、御
旅
所
周
辺
に
ま
で
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
御
迎
人
形
こ
そ
が
、
研
究
Ｃ
の
分
類
②
の
「
造
り
物
」
な

の
で
あ
る
。

イ
、
御
迎
人
形
の
一
覧

　

元
禄
期
に
登
場
し
た
御
迎
人
形
は
、
そ
れ
以
後
も
、
そ
の
時
々

に
流
行
り
の
演
目
に
応
じ
て
製
作
し
続
け
、
弘
化
三
年
（
一
八
四

六
）
刊
行
の
『
天
満
宮
御
神
事　

御
迎
舩
人
形
図
会
』
に
は
、
四

四
体
も
の
御
迎
人
形
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
２
）。
以
下
に
、
そ
の
人
形

名
と
、
所
蔵
の
町
名
、
人
形
細
工
人
名
を
掲
げ
る
（
○
印
は
現
存

の
人
形
）。

	

１
、	鯛	

雑
喉
場
町	

大
江
卯
兵
衛

○	

２
、	三
番
叟	

富
島
二
丁
目	

大
江
宗
七

○	

３
、	雀
踊	

江
之
子
島
西
之
町	

柳
文
三

	

４
、	海
士	

江
之
子
島
東
之
町	

○	

５
、	安
倍
保
名	

安
治
川
二
丁
目	

柳
文
三

○	

６
、	与
勘
平	

安
治
川
上
壱
丁
目	

大
江
卯
兵
衛

○	

７
、	酒
田
公
時	

江
之
子
島
東
之
町	

難
波
屋
周
助

○	

８
、	関
羽	

江
之
子
島
東
之
町	

大
江
忠
兵
衛

○	

９
、	胡
蝶
舞	

江
之
子
島
東
之
町	

柳
文
三

○	

10
、	鬼
若
丸	

江
之
子
島
東
之
町	

大
江
忠
兵
衛

○	

11
、	八
幡
太
郎
義
家	

江
之
子
島
東
之
町	

大
江
宗
七

	

12
、	御
所
五
良
丸	

木
津
川
町	

大
江
卯
兵
衛

	

13
、	猿
田
彦	

木
津
川
町	

大
江
卯
兵
衛

○	

14
、	羽
柴
秀
吉	

木
津
川
町	

大
江
卯
兵
衛

	

15
、	神
功
皇
后	

木
津
川
町	

玉
山
源
二
郎

	

16
、	楠
正
成	

木
津
川
町	

大
江
忠
兵
衛

	

17
、	恵
比
須	

戎
島
町	

大
江
卯
兵
衛

	

18
、	加
藤
清
正	

九
条
村
町	

大
江
宗
七

○	

19
、	猩
々	

上
博
労
町	

大
江
宗
七

○	

20
、	素
盞
嗚
尊	

戎
島
町	

柳
文
三

	

21
、	白
楽
天	

戎
島
町	

大
江
卯
兵
衛

○	

22
、	鎮
西
八
郎	

木
津
川
町	

大
江
卯
兵
衛

○	

23
、	佐
々
木
高
綱	

木
津
川
町	

大
江
忠
兵
衛

	
24
、	武
内
宿
祢	

戎
島
町	

大
江
卯
兵
衛

	
25
、	奴
照
平	

実
ハ
楠
正
儀	

寺
島
町	

大
江
宗
七

	

26
、	野
見
宿
祢	

寺
島
町	

瀧
原
平
兵
衛

	

27
、	石
橋	

木
津
川
町	

大
江
宗
七

○	

28
、	木
津
勘
助	

天
満
屋
敷	

笹
屋
何
某
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29
、	朝
比
奈
三
郎	

寺
島
町	

長
谷
川
銀
長

	

30
、	大
職
冠
鎌
足
公	

寺
島
町	

	
31
、	葛
の
葉	

寺
島
町	

	
32
、	張
良	

寺
島
町	

○	

33
、	豆
蔵	

木
津
川
町	

	

34
、	吼
噦	

上
福
島	

	

35
、	奴
妻
平	

	
	

36
、	樊
噲	

江
之
子
島
東
之
町	

	

37
、	鍾
馗	
ザ
コ
バ
町	

	

38
、	西
王
母	
木
津
川
町	

	

39
、	布
袋	

木
津
川
町	

	

40
、	源
九
郎
狐	

戎
島
町	

	

41
、	天
神
花	

江
之
子
島
西
之
町	

	

42
、	菊
茲
童	

九
条
村
町	

	

43
、	濡
髪
長
五
郎	

江
之
子
島
東
之
町	

	

44
、	瓢
駒

　

右
の
う
ち
、
１
～
29
は
弘
化
二
年
の
正
遷
宮
に
展
示
さ
れ
た
人

形
、
30
～
44
は
非
展
示
の
人
形
だ
と
い
う
。
一
町
で
複
数
の
人
形

を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
現
在
、
忠
実
な
レ
プ
リ

カ
を
造
ろ
う
と
す
る
と
一
体
で
一
千
万
円
も
す
る
と
い
う
豪
華
絢

爛
の
人
形
を
、
木
津
川
町
の
よ
う
に
一
一
体
も
所
有
し
て
い
る
こ

と
に
驚
か
さ
れ
る
。

２
、
御
迎
人
形
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ア
、
芝
居
の
登
場
人
物
と
し
て
の
御
迎
人
形

　

右
の
人
形
一
覧
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
芝
居
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
御
迎
人
形
が
登
場
し
た
元
禄
期
の

大
坂
で
は
、
井
原
西
鶴
や
近
松
門
左
衛
門
ら
に
代
表
さ
れ
る
町
人

文
芸
が
熟
成
し
、
大
坂
に
お
い
て
能
や
文
楽
（
人
形
浄
瑠
璃
）・

歌
舞
伎
が
隆
盛
を
極
め
た
。
そ
の
風
土
を
背
景
に
登
場
し
た
人
形

が
、
舞
台
に
題
材
を
求
め
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　

現
存
す
る
御
迎
人
形
の
多
く
は
、
二
ｍ
余
の
大
型
人
形
で
あ
る

が
、
そ
の
細
工
人
に「
大
江
」姓
の
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
大

江
」
姓
は
、
今
に
つ
な
が
る
文
楽
人
形
師
の
家
系
で
あ
る
。
か
つ

て
は
、
そ
の
手
足
や
頭
な
ど
が
動
く
カ
ラ
ク
リ
が
施
さ
れ
て
い
た

の
も
宣
な
る
か
な
と
い
え
よ
う
。町
角
や
船
上
で
披
露
の
際
に
は
、

芝
居
の
一
場
面
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
に
見
栄
を
切
っ
た
の
だ
ろ

う
（
現
在
は
、
全
て
の
部
材
は
固
定
さ
れ
て
い
る
）。

　

御
迎
人
形
の
登
場
に
よ
り
、
天
神
祭
に
群
参
し
た
人
々
は
、
芝

居
に
思
い
を
馳
せ
る
楽
し
み
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
幾
つ
か
の
人
形
の
出
自
を
み
て
お
こ
う
。
た
と
え
ば
、
５

「
安
倍
保
名
」
と
６
「
与
勘
平
」
は
『
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
』
の
主

従
で
あ
り
、
保
名
の
妻
は
31「
葛
の
葉
」で
あ
る
。
８「
関
羽
」は
、

今
で
は
『
三
国
志
』
で
有
名
だ
が
、
江
戸
時
代
の
大
坂
町
人
た
ち
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に
と
っ
て
は
、
歌
舞
伎
『
閏
月
仁
景
清
』
で
御
馴
染
み
だ
っ
た
。

武
蔵
坊
弁
慶
が
、
10
「
鬼
若
丸
」
の
幼
名
で
登
場
す
る
の
は
、『
鬼

一
法
眼
三
略
巻
』
で
あ
る
。

　

23
の
「
佐
々
木
高
綱
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
実
在
の
人
物
と
し
て

で
は
な
く
、『
近
江
源
氏
先
陣
館
』
の
登
場
人
物
と
し
て
の
高
綱

で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
「
大
坂
の
陣
」
の
舞
台
化
が
禁
止
さ
れ

て
い
た
た
め
、時
代
を
鎌
倉
時
代
に
仮
託
し
て
舞
台
に
か
け
た
が
、

大
坂
町
人
に
人
気
の
豊
臣
方
の
猛
将
・
真
田
幸
村
は
、
高
綱
に
擬

せ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
観
客
に
幸
村
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
そ
の
襦
袢
に
は
真
田
家
の
家
紋「
六
文
銭
」

が
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
た
（
現
在
は
真
田
幸
村
と
し
て
展
示
）。

歴
史
上
の
楠
正
儀
が
、
25
「
奴
照
平
」
と
い
う
の
は
『
太
平
記
菊

水
之
巻
』
だ
。

イ
、
疫
神
と
し
て
の
御
迎
人
形

　

し
か
し
、
右
の
よ
う
に
御
迎
人
形
が
当
時
評
判
の
芝
居
か
ら
採

ら
れ
た
こ
と
指
摘
す
る
だ
け
で
は
、
十
分
で
は
な
い
。
実
は
、
平

安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
天
神
信
仰
は
、
大
将
軍
信
仰
の
星
辰
信

仰
に
よ
る
疫
神
信
仰
を
採
り
入
れ
、
疫
病
の
中
で
も
特
に「
疱
瘡
」

退
散
が
天
神
信
仰
の
中
枢
に
位
置
し
た（
３
）。

　

天
満
宮
と
疱
瘡
の
深
い
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
慶
長

一
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
豊
臣
秀
頼
が
疱
瘡
に
罹
っ
た
と
き
、「
此

春
、
秀
頼
公
疱
瘡
令
煩
給
時
、
天
神
御
使
と
て
色
々
有
吉
瑞
と

云
々
」「
秀
頼
公
煩
漸
本
復
、
北
野
天
神
影
向
奇
特
と
云
々（
４
）」
と

記
録
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。
ま
た
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
丹

羽
左
京
大
夫
が
大
阪
天
満
宮
に
屋
敷
を
寄
進
し
た
際
の
寄
進
状
に

は
、「
左
京
大
夫
旧
冬
疱
瘡
相
煩
、
変
万
死
一
生
大
切
に
候
節
、

依
立
願
成
就
平
癒
ニ
今
度
天
神
宮
江
被
致
寄
付
候（
５
）」
と
あ
る
こ
と

を
挙
げ
て
も
い
い
。

　

疫
神
信
仰
の
視
点
か
ら
御
迎
人
形
を
見
直
せ
ば
、
そ
の
痕
跡
を

み
つ
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
例
え
ば
『
御
迎
舩
人
形
図
会
』

御
迎
人
形
「
佐
々
木
高
綱
（
真
田
幸
村
）」
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も
同
様
の
文
脈
で
理
解
で
き
、
ま
た
15
「
神
功
皇
后
」
も
「
三
韓

征
伐
」
か
ら
の
連
想
が
大
き
い
に
違
い
な
い
。

３
、
御
迎
人
形
の
機
能

ア
、
正
遷
宮
の
御
迎
人
形

　

御
迎
人
形
が
、
天
神
祭
・
船
渡
御
の
数
日
前
か
ら
御
旅
所
周
辺

の
町
角
に
立
て
て
披
露
さ
れ
た
後
、
祭
礼
当
日
に
は
御
迎
船
の
船

に
紹
介
さ
れ
た
人
形
は
、
必
ず
衣
装
の
ど
こ
か
に「
緋
色
」を
使
っ

て
い
る
。
前
近
代
に
は
、
緋
色
は
疫
病
を
退
散
さ
せ
る
色
と
し
て

信
じ
ら
れ
て
お
り
、
御
迎
人
形
は
芝
居
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

と
と
も
に
、
疫
病
退
散
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
御

迎
人
形
は
「
疱
瘡
神
」
の
依
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
初
期
の
御
迎
人
形
は
、
能
の
19「
猩
々
」や
37「
鍾

馗
」
の
よ
う
に
、「
疱
瘡
神
」
と
し
て
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
優
先
的
に
選
ん
だ
き
ら
い
が
あ
る
。

　
『
鎮
西
八
郎
降
魔
鎬
』
や
『
鎮
西
八
郎
誉
弓
勢
』
な
ど
の
主
人

公
で
あ
る
22
「
鎮
西
八
郎
」（
源
為
朝
）
も
、
彼
が
流
さ
れ
た
八

丈
島
に
は
疱
瘡
が
流
行
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
疱
瘡
神
と
認
識
さ

れ
て
い
た
。
近
松
門
左
衛
門
の
『
日
本
振
袖
始
』
で
活
躍
す
る
20

「
素
盞
嗚
尊
」
も
、
疫
病
神
の
「
牛
頭
天
王
」
と
同
一
視
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
近
松
の
『
嫗
山
姥
』
に
登
場
す
る
７
「
酒
田
公
時
」

も
、
疱
瘡
を
象
徴
す
る
酒
呑
童
子
を
討
っ
た
頼
光
四
天
王
の
一
人

だ
っ
た（
６
）。

　

14
「
羽
柴
秀
吉
」
に
つ
い
て
も
、『
絵
本
太
功
記
』
や
『
祇
園

祭
礼
信
仰
記
』
か
ら
採
ら
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
出

兵
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
、
当
時
の
知
識
で
は
疱
瘡
は
西
方
か
ら
伝
播
す
る
も

の
と
さ
れ
て
お
り
、「
朝
鮮
出
兵
＝
疱
瘡
退
治
」
の
連
想
が
下
敷

き
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
18「
加
藤
清
正
」

御
迎
人
形
「
安
倍
保
名
」
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上
に
飾
り
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
大
川
の
川
幅
を
考

え
る
と
、
岸
か
ら
船
上
の
人
形
を
観
賞
す
る
の
は
難
し
く
、
宵
宮

ま
で
の
町
角
こ
そ
が
、
御
迎
人
形
を
間
近
に
楽
し
め
る
機
会
だ
っ

た
。「
安
倍
保
名
」
に
ま
つ
わ
る
次
の
伝
承
も
そ
の
よ
う
な
空
間

で
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
こ
と
、
天
満
青
物
市
場
の
銭
屋

孫
兵
衛
の
娘
お
さ
わ
は
、
市
之
側
の
町
角
に
飾
ら
れ
た
御
迎

人
形
「
安
倍
保
名
」
の
妖
艶
な
容
姿
に
心
を
奪
わ
れ
、
恋
煩

い
の
た
め
床
に
臥
せ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
翌
年
の
天
神
祭

に
は
、
孫
兵
衛
は
町
に
懇
願
し
て
銭
屋
方
で
「
保
名
」
を
飾

り
付
け
た
と
こ
ろ
、
お
さ
わ
は
快
癒
し
た
。

　

御
迎
人
形
は
、
御
迎
船
に
飾
り
立
て
る
の
が
本
旨
だ
が
、
実
は

町
角
で
飾
ら
れ
て
い
る
数
日
間
に
こ
そ
、
親
し
く
観
賞
で
き
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
毎
年
の
天
神
祭
よ
り
も
、
二
五
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
天
満
宮
の
正
遷
宮
は
御
迎
人
形
を
観
賞
す
る
絶
好
の
機
会

だ
っ
た（
７
）。
な
ぜ
な
ら
、
年
々
の
天
神
祭
で
は
御
迎
人
形
は
、
そ
れ

を
所
蔵
す
る
御
旅
所
周
辺
の
町
々
で
披
露
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
全

て
を
楽
し
む
の
は
大
ご
と
だ
っ
た
。
そ
の
点
、
正
遷
宮
の
際
に
は
、

御
迎
人
形
は
天
満
宮
に
運
ば
れ
、
境
内
境
外
に
集
中
し
て
展
示
さ

れ
た
た
め
、
頃
合
い
の
遊
興
空
間
を
演
出
し
た
の
で
あ
る
。
弘
化

弘
化
二
年
「
人
形
拝
見
道
し
る
べ
」
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二
年
（
一
八
四
五
）
の
正
遷
宮
に
作
ら
れ
た
「
人
形
拝
見
道
し
る

べ
」
を
み
る
と
、
境
内
に
三
体
、
大
川
沿
い
に
一
〇
体
と
い
う
よ

う
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
全
て
を
見
て
回
る
の
は
そ
れ

ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
し
か
も
、
天
神
橋
北
詰
の
東
側
に
は
「
市

場
藤
の
棚
」、
西
側
に
は
「
市
の
側
牡
丹
」
の
「
造
り
物
」
も
出

て
い
た
（
研
究
Ｃ
の
分
類
①
に
あ
た
る
の
で
次
節
で
再
説
す
る
）。

　

先
の
『
天
満
宮
御
神
事　

御
迎
舩
人
形
図
会
』
も
、
実
は
弘
化

二
年
（
一
八
四
五
）
の
正
遷
宮
を
機
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
翌
年
に
は
御
旅
所
の
正
遷
宮
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
に

発
行
さ
れ
た
「
御
迎
舩
人
形
町
道
し
る
べ
」
で
は
、
御
旅
所
周
辺

に
数
多
く
の
御
迎
人
形
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
に
、「
○
大
く
じ
ら

　

○
た
こ　

○
絵
馬
堂　

○
土
細
工
天
神　

○
建
い
し　

其
余
つ

く
り
物
い
ろ
〳
〵
数
多
し
」
の
注
記
も
み
え
る
。
こ
の
「
つ
く
り

物
」
も
分
類
①
に
該
当
す
る
。

イ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
発
装
置
と
し
て
の
御
迎
人
形

　

で
は
、
天
神
祭
や
正
遷
宮
に
際
し
て
町
角
に
飾
ら
れ
た
御
迎
人

形
を
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
大

型
の
風
流
人
形
と
し
て
眺
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
き
っ
と
そ
の
人

形
の
登
場
す
る
芝
居
の
場
面
を
思
い
浮
か
べ
た
に
違
い
な
い
。
当

時
の
大
坂
町
人
に
と
っ
て
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
は
必
須
の
趣
向

で
あ
る
と
と
も
に
教
養
で
あ
っ
た
。

　

私
は
か
つ
て
、こ
の
町
角
の
数
日
間
の
情
景
を
想
い
浮
か
べ
て
、

弘
化
三
年
「
御
迎
舩
人
形
町
道
し
る
べ
」
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「
御
迎
人
形
」
の
楽
し
み
方
を
次
の
よ
う
に
推
測
し
た
こ
と
が
あ

る
。　

芝
居
は
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
最
高
の
娯
楽
で
し
た
か

ら
、「
源
九
郎
狐
」
の
人
形
を
見
れ
ば
、
誰
も
が
『
義
経
千

本
桜
』
の
筋
書
き
を
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

狐
は
、
義
経
の
家
来
の
佐
藤
忠
信
に
化
け
て
、
親
狐
の
皮
を

張
っ
た
「
初
音
の
鼓
」
を
持
つ
静
御
前
を
守
護
し
た
の
だ
と
、

わ
が
子
に
教
え
る
得
意
そ
う
な
親
の
顔
が
浮
か
び
ま
す
。

　
「
朝
比
奈
三
郎
」
の
場
合
も
、「
曽
我
物
」
と
呼
ば
れ
る
芝

居
で
の
彼
の
活
躍
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
し
た
。
時
に
は
、

こ
の
人
形
の
長
袴
に
描
か
れ
た
鶴
の
丸
の
紋
は
、
初
世
中
村

伝
九
郎
が
、
朝
比
奈
初
演
の
際
に
、
自
家
の
替
紋
で
あ
っ
た

鶴
の
丸
を
用
い
て
大
当
た
り
を
と
り
、
そ
れ
以
来
、
朝
比
奈

役
は
鶴
の
丸
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
、
得
意
げ
に

講
釈
す
る
芝
居
好
き
も
い
た
で
し
ょ
う
。

　

あ
る
い
は
「
濡
髪
長
五
郎
」
の
前
で
は
、『
双
蝶
々
曲
輪

日
記
』
の
話
に
花
が
咲
き
、
喧
嘩
好
き
の
長
五
郎
は
怪
我
を

し
な
い
た
め
、額
に
濡
紙
を
巻
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、「
濡
髪
」

で
は
な
く
「
濡
紙
」
と
書
く
べ
き
だ
と
、
薀
蓄
を
傾
け
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん（
８
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
造
り
物
」
と
し
て
の
「
御
迎
人
形
」
は
、
天

神
祭
や
正
遷
宮
を
奉
祝
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
群
集
す
る

地
元
民
や
参
詣
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
装
置

だ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
、
次
節
に
紹

介
す
る
「
つ
く
り
も
ん
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
で
き
よ
う
。

注（
１
）
天
神
祭
の
成
立
経
過
に
つ
い
て
は
、
高
島
幸
次
「
天
神
祭
の
成
立
と
発

展
」（
二
〇
〇
一
年
、
思
文
閣
出
版
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）	

高
島
幸
次
編
『
天
満
宮
御
神
事　

御
迎
舩
人
形
図
会
』（
一
九
九
六
年
、

東
方
出
版
）。

（
３
）	

高
島
幸
次「
大
阪
天
満
宮
と
大
将
軍
信
仰
―
星
辰
信
仰
と
疱
瘡
神
―
」『
大

阪
天
満
宮
史
の
研
究
』
第
二
集
（
一
九
九
三
年
、
思
文
閣
出
版
）

（
４
）「
当
代
記
」『
当
代
記
・
駿
府
記
』（
一
九
九
八
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）

（
５
）『
大
阪
天
満
宮
所
蔵
古
文
書
目
録
』
Ｇ
―
４

（
６
）
高
橋
昌
明
『
酒
呑
童
子
の
誕
生
―
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化
―
』（
一

九
九
二
年
、
中
公
新
書
）

（
７
）
本
殿
の
造
営
修
理
な
ど
の
た
め
、
神
霊
を
い
っ
た
ん
権
殿
に
遷
す
こ
と

を
「
仮
遷
宮
」
と
い
い
、
造
営
修
理
が
成
就
し
た
後
に
再
び
本
殿
に
遷

す
こ
と
を
「
正
遷
宮
」
と
い
う
。

（
８
）
高
島
幸
次
「
御
迎
人
形
の
楽
し
み
方
」『
大
阪
天
満
宮
社
報　

て
ん
ま

て
ん
じ
ん
』
第
30
号
、
一
九
九
六
年
、
大
阪
天
満
宮
）
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三
、
つ
く
り
も
ん

１
、
正
遷
宮
の
つ
く
り
も
ん

ア
、
つ
く
り
も
ん
の
定
義

　

前
節
で
検
討
し
た
「
御
迎
人
形
」
は
、
研
究
Ｃ
の
二
分
類
の
う

ち
、
②
の
「
造
り
物
」
だ
っ
た
が
、
本
節
で
は
①
の
「
造
り
物
」

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

私
は
、
こ
の
①
の
「
造
り
物
」
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
よ
う
に

定
義
し
、
以
下
で
は
「
つ
く
り
も
ん
」
と
表
記
し
た
い
。

　
「
つ
く
り
も
ん
」の
本
旨
は
、
あ
り
ふ
れ
た
日
常
品
の「
風
合
い
」

に
着
目
し
、
何
か
別
の
造
形
物
に
「
見
立
て
」
る
こ
と
に
あ
る
。

奇
抜
な
意
外
性
の
あ
る
材
料
で
見
物
人
の
意
表
を
つ
き
、
そ
の
造

形
の
工
夫
や
巧
み
さ
で
驚
か
せ
る
の
だ
。
こ
の｢
風
合
い｣

と｢

見
立
て｣

は
、「
ア
イ
デ
ア
」
と
「
技
術
」
の
勝
負
と
言
い
換
え

て
も
い
い
。
そ
の
「
風
合
い
」
の
相
似
性
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、

元
の
材
料
に
気
づ
き
に
く
い
、造
形
が
巧
み
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

元
の
材
料
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
優
れ
た
「
つ
く
り
も
ん
」
は
、
製

作
者
に
説
明
さ
れ
て
、
初
め
て
そ
の
ア
イ
デ
ア
と
技
術
に
脱
帽
す

る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
つ
く
り
も
ん
」
の
魅
力
は
、

見
事
に
だ
ま
さ
れ
る
面
白
さ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
異
論
も
あ
る
。「
材
料
も
わ
か
ら

な
い
ほ
ど
本
物
そ
っ
く
り
に
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
面
白
く
な

い
訳
で
、
見
る
者
に
用
い
た
材
料
を
意
識
さ
せ
、
そ
の
一
式
の
材

料
が
別
の
も
の
に
変
身
す
る
面
白
さ
を
楽
し
む
の
で
あ
る（
１
）」
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
つ
く
り
も
ん
」
の
実
作
を
経
験
し
た
立
場
か
ら
言

え
ば
、
材
料
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
本
物
度
を
控
え
る
（
技
術
を

控
え
る
）
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
松
本
喜
三
郎
の
「
生
人
形
」
の

よ
う
に｢

本
物
そ
っ
く
り｣

こ
そ
が
「
つ
く
り
も
ん
」
製
作
の
究

極
の
目
標
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
右
の
定
義
は
「
つ
く
り
も
ん
」
の
本
旨
を
い
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
こ
の
制
限
か
ら
外
れ
た「
造
り
物
」

も
数
多
い
。
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
の
だ
が
、
以
下
に
述
べ
る
天
満

宮
の
祝
祭
に
見
ら
れ
た
「
つ
く
り
も
ん
」
は
、
こ
の
狭
義
の
定
義

が
通
用
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
定
義
に
従
え
ば
、
毎
年
の
祭
礼
ご
と
に
、
ア
イ
デ
ア
を
絞

り
、
技
術
を
ふ
る
う
こ
と
は
難
し
く
、
何
十
年
に
一
度
の
正
遷
宮

こ
そ
が
「
つ
く
り
も
ん
」
の
舞
台
に
相
応
し
い
。
実
作
の
経
験
で

い
え
ば
、「
風
合
い
」
に
着
目
し
て
「
見
た
て
」
る
作
業
に
は
大

変
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
。
何
年
も
か
け
て
と
い
う
の
は
大
げ

さ
に
し
て
も
、
何
ヵ
月
も
か
け
な
い
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
見
事
な

「
つ
く
り
も
ん
」
の
造
形
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、「
見
立
て
」
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
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本
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
三
回
出
版
さ
れ
て
い
る
。
天
明
七
年（
一

七
八
七
）
の
『
造
物
趣
向
種
』、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
『
四

季
造
物
趣
向
種
』、
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
の	

『
造
物
趣
向
種

　

二
種
』
で
あ
る（
２
）。
三
冊
を
合
わ
せ
れ
ば
一
〇
〇
を
超
え
る
ア
イ

デ
ア
が
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
「
く
ら
し

の
今
昔
館
」
に
お
け
る
「
獅
子
」
な
ど
も
、
こ
の
本
を
ヒ
ン
ト
に

製
作
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
書
の
ア
イ
デ
ア
が
全
て

実
用
的
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
な
か
に
は
机
上
の
空
論
と

い
う
し
か
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

大
阪
天
満
宮
の
場
合
、
二
五
年
ご
と
の
式
年
大
祭
時
に
定
例
の

正
遷
宮
を
行
っ
た
が
、
火
災
や
地
震
な
ど
に
伴
う
臨
時
の
遷
宮
も

あ
っ
た
。
市
中
の
他
の
神
社
に
お
い
て
も
同
様
の
遷
宮
が
繰
り
返

さ
れ
た
か
ら
、
大
坂
市
中
に
お
け
る
遷
宮
は
、
そ
の
規
模
の
大
小

は
あ
れ
、
か
な
り
の
頻
度
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
町

柄
だ
っ
た
か
ら
、
右
の
「
趣
向
種
」
な
ど
が
売
れ
た
の
だ
ろ
う
。

神
社
の
「
正
遷
宮
」
に
、「
つ
く
り
も
ん
」
を
飾
っ
て
祝
意
を
表

す
の
が
常
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
、「
つ
く
り
も
ん
」
の
起
源

　
「
つ
く
り
も
ん
」
の
起
源
を
考
え
る
と
、
正
遷
宮
を
祝
う
「
奉

納
銭
」
に
行
き
当
た
る
。
銭
を
銭
と
し
て
で
は
な
く
、
銭
を
材
料

と
し
た
造
形
物
に
仕
立
て
て
奉
納
し
た
の
が
、
そ
の
起
源
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　

現
在
で
も
、
祝
儀
な
ど
を
手
渡
す
と
き
に
、
紙
幣
を
封
筒
に
入

れ
た
り
懐
紙
に
包
ん
だ
り
し
て
、
む
き
出
し
の
紙
幣
を
手
渡
す
こ

と
は
避
け
る
風
習
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
町
人
も
、
日
常
の
売
買

に
使
用
す
る
「
ケ
の
銭
」
と
、
奉
納
時
の
「
ハ
レ
の
銭
」
は
使
い

分
け
た
の
で
あ
る（
３
）。
封
筒
や
懐
紙
の
準
備
が
な
い
と
き
に
は
、「
裸

の
（
お
金
の
）
ま
ま
で
失
礼
」
と
詫
び
る
の
は
、「
ケ
の
銭
」
で

申
し
訳
な
い
と
い
う
感
性
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
正
遷
宮
の
奉
納
銭

を
神
社
に
収
め
る
に
際
し
て
、
銭
で
何
か
を
造
形
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
ハ
レ
の
銭
」
に
変
え
る
の
が
「
つ
く
り
も
ん
」
で
は
な

か
っ
た
か
。

　

江
戸
の
例
で
は
あ
る
が
、
寛
延
二
年(

一
七
四
九)

不
忍
池
弁
財

天
に
出
品
さ
れ
た
、「
文
銭
で
拵
え
た
蛇
」
が
最
古
の
造
り
物
だ

と
い
う
の
も（
４
）、
こ
の
推
測
に
整
合
す
る
。

　

や
が
て
、
銭
以
外
の
材
料
を
使
っ
た
様
々
な
「
つ
く
り
も
ん
」

が
派
生
し
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
で
も
、
銭
の
「
つ
く
り
も
ん
」
も
消

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
阪
天
満
宮
で
は
、
享
和
元
年
（
一
八

〇
一
）
の
正
遷
宮
に
、
氏
地
各
町
が
工
夫
を
凝
ら
し
た｢

紙
細
工

の
関
羽｣

｢

乾
物
の
唐
獅
子｣

な
ど
六
一
種
も
の
造
り
物
を
飾
っ

て
い
る
が（
５
）、
そ
の
中
に｢

銭
細
工｣

で
「
牛｣

や
「
渡
唐
天
神
」「
花

籠
」「
梅
ノ
鉢
植
」「
花
た
て
」「
つ
ゝ
み
ニ
た
い
こ
」
な
ど
が
造
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
正
遷
宮
で
も
「
思
い
ゝ
ゝ
に
御
神
道
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具
・
積
銭
・
包
金
・
細
工
銭
・
竹
馬
・
俵
米
等
、
又
は
炭
木
・
俵

物
な
ど
日
々
に
神
前
に
供
え
、
そ
の
美
麗
し
か
り
け
る
こ
と
ゝ
も

な
り（
６
）」
と
い
い
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
御
霊
神
社
の
正
遷

宮
に
「
錺
銭
・
竹
馬
細
工
・
金
銀
等
い
ろ
ゝ
ゝ
に
致
し
、
そ
の
上

納
、
真
に
夥
し
き
積
銭
な
り（
７
）」
と
い
う
の
も
「
つ
く
り
も
ん
」
の

発
生
の
姿
を
窺
わ
せ
る
。
現
代
で
も
見
か
け
る
五
円
玉
の「
宝
船
」

や
「
五
重
塔
」
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
阪
天
満
宮
の
正
遷
宮
に
は
定
番
の
「
つ
く
り
も

ん
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
先
述
の
「
藤
の
棚
」
と
「
牡
丹
」
で

あ
る
。
前
者
は
蜆
貝
を
藤
棚
に
見
立
て
た
も
の
で
天
神
橋
北
詰
め

か
ら
東
へ
、
後
者
は
紙
製
の
牡
丹
の
造
花
で
、
天
神
橋
北
詰
め
か

ら
西
側
へ
飾
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。
毎
回
の
正
遷
宮
に
登
場

す
る
「
蜆
の
藤
棚
」
と
「
牡
丹
の
花
壇
」
は
、
一
回
性
を
旨
と
す

る
「
つ
く
り
も
ん
」
の
な
か
で
は
異
質
だ
が
、
そ
れ
だ
け
高
い
評

価
を
得
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
二
種
に
加
え
て
、
そ
の
年
独
特

の「
つ
く
り
も
ん
」が
耳
目
を
集
め
る
の
が
天
満
宮
の
正
遷
宮
だ
っ

た
。

　

そ
の
習
慣
は
近
代
に
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
明
治
一
一

年
（
一
八
七
八
）
の
正
遷
宮
に
発
行
さ
れ
た
「
天
満
宮
正
遷
宮
ニ

飾
り
人
形
并
作
り
物
場
所
附
道
案
内
」
で
は
、
定
番
の
「
藤
の
棚
」

「
牡
丹
」の
ほ
か
に
も
、
境
内
北
側
に「
梅
ト
松
」、
天
神
筋
丁（
表

明
治
一
一
年
「
天
満
宮
正
遷
宮
ニ
飾
リ
人
形
并
作
リ
物
場
所
附
道
案
内
」
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門
筋
）
に
「
も
み
ぢ
」
の
つ
く
り
も
ん
が
出
て
い
る
。

２
、
つ
く
り
も
ん
の
機
能

ア
、
口
上
師
「
あ
ま
か
ら
や
」

　

先
に
「
つ
く
り
も
ん
」
の
面
白
さ
は
、
見
事
に
だ
ま
さ
れ
る
こ

と
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
現
在
で
も
、
本
物
と
思
い
込
ん
で
い
た

花
が
、
他
人
の
指
摘
を
受
け
て
造
花
だ
と
気
付
く
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
優
れ
た
「
つ
く
り
も
ん
」
に
は
、
説
明
（
種
明
か
し
）

役
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
一
目
見
て
そ
の
材
料
や
工
夫
に
気
づ
く

程
度
の
作
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
面
白
く
観
賞
す
る
た
め
の
説

明
役
は
い
る
ほ
う
が
良
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
難
波
新
地
に
出
た
見

世
物
「
す
ゝ
み
大
滝
」
で
は
、「
滝
の
前
方
に
て
役
者
物
ま
ね
を

致
し
、
面
白
く
囃
し
立
て
大
流
行
り
な
り
」
と
記
録
さ
れ
て
い

る（
８
）。
見
世
物
・
造
り
物
が
隆
盛
を
極
め
た
幕
末
の
大
坂
に
は
、「
あ

ま
か
ら
や
」と
名
乗
る
口
上
師
が
活
躍
し
て
い
た
。
弘
化
五
年（
一

八
四
八
）、
稲
荷
社
内
の
「
金
比
羅
権
現
正
遷
宮
」
に
際
し
、「
あ

ま
か
ら
や
」は
木
綿
で
造
っ
た
大
象
の
口
の
中
で
口
上
し
て
い
る
。

木
綿
に
て
大
象
の
形
を
致
し
、同
背
に
て
天
狗
と
も
法
螺（
ほ

ら
）・
鉦
（
か
ね
）・
笛
・
銅
鑼
（
ど
ら
）
を
鳴
ら
し
、
真
ん

中
に
は
大
天
狗
狂
乱
の
所
に
て
、前
に
児
天
狗
、鈴（
り
ん
）・

太
鼓
を
鳴
ら
し
芸
を
致
す
。
口
上
云
う
者
、
か
の
象
の
口
中

よ
り
あ
ま
か
ら
や
出
て
口
上
を
申
す
な
り（
９
）

　
『
近
来
年
代
記
（
下
）』
を
繰
れ
ば
、
右
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う

な
見
世
物
・
造
り
物
で
「
あ
ま
か
ら
や
儀
平
（
義
平
）」
は
活
躍

し
て
い
る
。

（
ア
）
嘉
永
二
年
九
月　

豊
受
皇
神
宮
正
遷
宮

　
　
　

菊
人
形

（
イ
）
嘉
永
三
年
正
月　

難
波
新
地

　
　
　

硝
子
細
工

（
ウ
）
嘉
永
三
年
五
月　

御
池
橋
詰
め

　
　
　

水
が
ら
く
り

（
エ
）
嘉
永
三
年
八
月　

北
ノ
新
地
燈
籠
会

　
　
　

影
絵
「
狐
の
嫁
入
り
」

（
オ
）
嘉
永
六
年
五
月　

上
難
波
宮
正
遷
宮

　
　
　

塗
物
一
式
「
加
藤
八
陣
ノ
船
」

（
カ
）
嘉
永
七
年
七
月　

道
頓
堀
坂
町
ノ
焼
地

　
　
　

水
か
ら
く
り
怪
談
大
寄

　

そ
の
後
の
あ
ま
か
ら
や
に
つ
い
て
は
、
江
戸
に
進
出
し
た
ら
し

い）
（（
（

。「
あ
ま
か
ら
や
」
は
特
定
の
見
世
物
・
造
り
物
に
詳
し
い
か

ら
口
上
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
求
め
ら
れ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も

出
か
け
、
何
に
つ
い
て
で
も
口
上
し
た
の
だ
ろ
う
。

イ
、
天
満
天
神
御
伽
衆
の
実
作

　

二
〇
〇
一
年
、
天
神
祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
天
満
天
神
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御
伽
衆
」
が
活
動
を
始
め
、
翌
年
に
は
大
阪
天
満
宮
正
遷
宮
の
定

番
「
蜆
の
藤
棚
」
を
作
成
し
、
同
年
の
天
神
祭
に
披
露
し
た
。
蜆

の
貝
殻
六
〇
〇
〇
個
で
「
藤
棚
」
を
造
り
、
天
満
宮
参
集
殿
西
側

に
飾
っ
た
の
で
あ
る
。
幸
い
に
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
に

数
多
く
採
り
上
げ
ら
れ
、
参
拝
客
か
ら
も
好
評
を
得
、
以
後
毎
年

の
天
神
祭
に
は
補
修
し
な
が
ら
、
貝
殻
も
一
万
個
以
上
に
増
や
し

て
、
披
露
し
て
い
る
。

　

次
い
で
二
〇
〇
五
年
に
は
、
干
瓢
・
麩
な
ど
の
乾
物
で
「
猩
々

舞
」
を
造
っ
た
。『
趣
向
種
』
を
ヒ
ン
ト
に
し
な
が
ら
も
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、そ
の
袴
は
昆
布
を
干
瓢
で
縫
っ
て
仕
立
て
た
。

帯
の
垂
れ
は
、
高
野
豆
腐
に
椎
茸
を
貼
り
付
け
、
赤
熊
は
干
瓢
を

紅
生
姜
で
染
め
た
。
着
物
の
模
様
は
色
麩
を
組
み
合
わ
せ
て
そ
れ

ら
し
く
貼
り
付
け
た
。

蜆
の
藤
棚

猩
々
舞
（『
造
物
趣
向
種
二
編
』）
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二
〇
〇
六
年
に
は
、『
趣
向
種
』
に
は
頼
ら
ず
、
御
伽
衆
の
ア

イ
デ
ア
に
よ
っ
て
、
現
代
の
文
房
具
で
「
鳳
凰
」
を
造
っ
た
。
色

鉛
筆
や
カ
ラ
ー
Ｃ
Ｄ
を
鳥
の
羽
ら
し
く
並
べ
、
鶏
冠
に
は
カ
ラ
ー

ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
、
足
は
賞
状
筒
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
賞
状
筒

の
模
様
は
鳥
足
の
「
風
合
い
」
に
似
て
い
る
と
気
づ
い
て
「
見
立

て
」
た
の
で
あ
る
。

乾
物
の
猩
々

文
房
具
の
鳳
凰
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天
神
祭
の
期
間
中
の
展
示
だ
か
ら
、「
つ
く
り
も
ん
」
に
も
数

え
切
れ
な
い
群
衆
が
見
物
に
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
遠
め
に
蜆
の
藤

棚
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
仕
掛
け
に
気
付
か
な
い
ま
ま
に
通
り
過

ぎ
る
参
拝
者
が
い
た
の
に
は
驚
い
た
。
七
月
下
旬
に
藤
は
咲
か
な

い
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
を
疑
問
に
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
本
物
ら

し
く
見
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
御
伽
衆
に
誘
わ
れ
て
初
め
て

気
付
く
の
だ
っ
た
。
乾
物
一
式
の
「
猩
々
」
も
、
御
迎
人
形
と
並

べ
て
展
示
し
た
た
め
、
御
迎
人
形
の
一
種
と
勘
違
い
さ
れ
た
ら
し

い
。
各
部
の
材
料
を
説
明
す
る
と
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。
文
房

具
一
式
の
「
鳳
凰
」
は
、
さ
す
が
に
解
説
は
な
く
と
も
、
材
料
に

気
づ
か
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
制
作
の
苦
労
話
な
ど
を
熱
心
に
尋
ね

ら
れ
る
。

　
「
つ
く
り
も
ん
」
は
、「
御
迎
人
形
」
と
同
じ
く
、
製
作
者
と
見

物
客
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

注（
１
）
前
掲
、
相
蘇
「
近
世
大
坂
の
『
つ
く
り
も
の
』
―
砂
持
・
正
遷
宮
を
中

心
に
―
」

（
２
）
こ
の
三
冊
は
『
造
物
趣
向
種
三
種
』（
一
九
九
六
年
、
太
平
書
屋
）
と

し
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
福
原
敏
男
「
献
金
の
意
匠
―
御
金
の
つ
く
り
物
―
」『
ｉ
ｓ
』
78
号
（
一

九
九
七
年
、
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
）

（
４
）
朝
倉
無
声
『
見
世
物
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
、
筑
摩
書
房
）

（
５
）『
摂
陽
奇
観
』
巻
之
四
十
三
。

（
６
）『
近
来
年
代
記
（
上
）』（
大
阪
市
史
料
調
査
会
、
一
九
八
〇
年
）

（
７
）（
８
）（
９
）
前
掲
『
近
来
年
代
記
（
下
）』）

（
10
）
川
添
裕
『
江
戸
の
見
世
物
』（
二
〇
〇
〇
年
、
岩
波
新
書
）

お
わ
り
に

　

以
上
、
大
阪
天
満
宮
の
「
造
り
物
」
と
し
て
、「
御
迎
人
形
」

と
「
つ
く
り
も
ん
」
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
そ
の
第
一
義
的
な
意

味
は
、
神
霊
を
迎
え
る
こ
と
で
あ
り
、
祝
意
を
込
め
た
奉
納
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
な
ら
町
角
に

飾
り
、
あ
る
い
は
町
並
み
を
装
飾
し
て
、
多
く
の
群
衆
に
披
露
す

る
必
要
は
な
い
。
船
の
舳
先
に
乗
せ
る
だ
け
で
よ
く
、
本
殿
の
奥

深
い
神
前
に
供
え
る
だ
け
で
い
い
。

　

町
角
、
町
並
み
に
披
露
さ
れ
、
多
く
の
見
物
客
を
集
め
る
の
は
、

そ
の
御
迎
人
形
や
つ
く
り
も
ん
の
出
来
栄
え
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
が
登
場
す
る
芝
居
に
ま
で
話
題
を
広
げ
た
い
た
め
で
あ

り
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
と
技
術
に
感
心
し
て
も
ら
い
賞
賛
し
て
も
ら

い
た
い
た
め
で
あ
っ
た
。
前
者
を
「
神
と
人
間
の
交
流
」
と
い
う

な
ら
、
後
者
は
「
人
間
と
人
間
の
交
流
」
と
い
っ
て
も
い
い
。
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御
迎
人
形
の
前
で
は
、
隣
の
見
知
ら
ぬ
人
に
、
芝
居
の
蘊
蓄
を

傾
け
る
人
が
い
て
も
い
い
。「
つ
く
り
も
ん
」
造
り
の
苦
労
を
語

る
製
作
者
が
い
て
、
そ
れ
を
批
評
す
る
客
が
い
て
も
い
い
。「
御

迎
人
形
」
も
「
つ
く
り
も
ん
」
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘

発
す
る
装
置
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
。
と
く
に

多
く
の
群
衆
が
訪
れ
る
都
市
祭
礼
の
場
合
、
見
物
客
と
地
元
民
と

の
交
流
は
、
そ
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
必
須
の
ア
イ
テ
ム
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
減
少
・
変
質
が
話
題
に
な
る
昨

今
、
も
う
一
度
、
大
阪
に
「
造
り
物
」
文
化
が
華
開
く
こ
と
を
願

い
た
い
。

付
記

　

本
稿
の
「
二
、
つ
く
り
も
ん
」
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
依
頼
を

受
け
て
、
去
る
四
月
二
日
の
「
平
成
二
三
年
度
懐
徳
忌
講
話
」
で

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「『
つ
く
り
も
ん
』
文
化
の
今
昔
」
を

リ
ラ
イ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

懐
徳
堂
が
創
立
さ
れ
た
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
か
ら
六
〇
余

年
後
の
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
『
造
物
趣
向
種
』
が
出
版
さ

れ
て
い
る
。「
造
り
物
」
文
化
が
大
阪
市
中
に
華
開
い
た
時
代
と
、

懐
徳
堂
の
歴
史
は
重
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
学
ん
だ
人
々
は
、
ど

こ
か
の
祭
礼
や
正
遷
宮
で
造
り
物
を
楽
し
み
、
息
抜
き
を
し
た
に

違
い
な
い
。

　

講
話
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
懐
徳
堂
記
念
会
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

コミュニケーションを誘発する「造り物」―大阪天満宮の祝祭を中心に― ― 高島幸次

209




